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マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

３
事
業
に

１２
億
円
補
助

田中まさき
議員

土田きよみ
議員

中庭由美子
議員

日本共産党水戸市議団

　

水
戸
市
の
来
年
度
予
算
は
、
再

開
発
事
業
や
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に

巨
額
の
税
金
を
投
入
す
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
水

戸
駅
北
口
三
の
丸
地
区
の
再
開
発

に
10
億
７
２
０
０
万
円
、
泉
町
広

小
路
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
８
３

０
０
万
円
、
南
町
の
旧
プ
リ
ン
ス

ビ
ル
周
辺
地
区
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
に
６
０
０
０
万
円
の
補
助
で
す
。

　

田
中
議
員
は
「
３
事
業
で
12
億

円
を
超
え
る
。
小
中
学
校
給
食
費

の
負
担
軽
減
の
９
億
円
を
大
き
く

上
回
っ
て
お
り
、
得
を
す
る
の
は

ゼ
ネ
コ
ン
等
の
特
定
企
業
で
あ
る
。

多
大
な
財
政
負
担
が
生
じ
、
市
民

の
暮
ら
し
を
守
る
事
業
を
圧
迫
す

る
」
と
主
張
。
再
開
発
等
へ
の
補

助
の
即
時
中
止
を
求
め
ま
し
た
。

 　

高
橋
市
長
は
「
中
心
市
街
地
の

未
利
用
地
な
ど
、
長
年
の
課
題
を

改
善
す
る
た
め
、
可
能
な
範
囲
で

支
援
を
行
う
」
と
答
弁
、
開
発
を

推
進
す
る
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

再開発に税金投入再開発に税金投入田中議員が代表質問
　

２
０
２
４
年
度
予
算
な
ど
を
決
め
る
３
月
定
例
水
戸
市
議
会
が
開
か
れ
、
日

本
共
産
党
水
戸
市
議
団
は
田
中
ま
さ
き
議
員
が
代
表
質
問
、
土
田
き
よ
み
議
員
、

中
庭
由
美
子
議
員
が
一
般
質
問
、
各
常
任
委
員
会
で
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

●水戸駅北口ではゼネコンの長谷
工と不動産会社のフージャースコー
ポレーションが１８６戸のマンション
建設。 市が３９億円の税金投入。
●南町３丁目北地区・旧プリンス
ビル地区、 泉町広小路地区のマン
ション建設に、 市はそれぞれ約７
億円の税金補助を推進。

●日経新聞が水戸市民会館の再開発
をあげ 「自治体が補助金を交付した
うえ建物を買い取る公的資金の二重
投入による 「官製再開発」 が地方財
政の悪化を招く」 と批判しています。

水戸駅北口に続き水戸駅北口に続き 泉町・南町４か所も泉町・南町４か所も

2024 年 3 月議会

田中まさき議員

日経新聞 2023.9.23

日経新聞
が報道
日経新聞
が報道 ゆきづまる再開発ゆきづまる再開発

中庭由美子議員

ワ
ク
チ
ン
接
種

助
成
増
額
をイ

ン
フ
ル
同
時
接
種
で

自
己
負
担
８
０
０
０
円

コロナコロナ
　
中
庭
議
員
は
一
般
質
問
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
へ
の
補
助
増
額
を
要
求

し
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
は
今
年
か
ら
有

料
化
さ
れ
年
１
回
接
種
に
な
り
ま
す
。

　
水
戸
市
は
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど

（
①
０
歳
〜
１
８
歳
、②
６
０
歳
〜
６
４

歳
の
特
定
疾
患
の
方
、③
６
５
歳
以
上
）

に
一
人
２
千
円
補
助
を
行
い
ま
す
が
、

自
己
負
担
は
約
５
千
円
と
高
額
で
す
。

　
中
庭
議
員
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
を
両
方
接
種

す
る
と
自
己
負
担
は
約
８
千
円
。
接
種

を
た
め
ら
う
こ
と
の
な
い
よ
う
補
助
を

増
額
し
、
年
齢
を
限
定
せ
ず
希
望
者
全

員
に
補
助
を
」
と
求
め
ま
し
た
。

　
保
健
医
療
部
長
は
「
２
千
円
の
公
費

助
成
で
負
担
軽
減
を
図
る
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

後期高齢者保険料
国保税　最高額が 2万円値上げされ年 106 万円に

介護保険料　所得段階 10～ 13 段階が値上げ　最高 51420 円アップ
11％アップ 1 人平均・年 8000 円値上げ

　
土
田
議
員
は
一
般
質
問
で
、
市

民
に
愛
さ
れ
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か

ら
の
評
価
も
高
い
山
形
県
南
陽
市

の
ホ
ー
ル
（
総
事
業
費
約
67
億
円
）

を
と
り
あ
げ
、
市
民
の
声
を
聞
か

ず
に
建
設
を
強
行
し
た
水
戸
市
民

会
館
（
総
事
業
費
３
６
５
億
円
）

の
問
題
点
を
追
及
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
水
戸
市
民
会
館
を
年
間

市
民
の
た
め
の
市
民
会
館
に

土田きよみ議員

約
３
億
５
千
万
円
で
管
理
運

営
す
る
（
株
）
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
リ
ン
ケ
ー
ジ
が
、
県
民
文
化

セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
を
年

間
約
１
億
８
千
万
円
で
請
け

負
い
ま
し
た
。
県
の
選
定
に

関
わ
る
資
料
は
黒
塗
り
だ
ら
け

で
、
そ
の
経
緯
も
不
透
明
で
す
。

　
土
田
議
員
は
「
市
の
管
理
料

が
高
す
ぎ
る
。
営
利
企
業
で
は

な
く
市
が
適
正
な
経
費
で
運
営

す
べ
き
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

世界最大の木造音楽ホール世界最大の木造音楽ホールギネス認定

山形県南陽市文化会館山形県南陽市文化会館

●市民からの要望で計画がスタート
　（１万１千名が署名。議会で請願採択）
●市民懇話会・専門家会議で議論を重　
　ね「舞台を利用する立場で使いやす　
　いホールを」というコンセプトで設計。
●地元産の木材を使用、地元企業が協力
　し再生可能エネルギーを導入。
●木の香りが漂い、音のよいホールとし
　てアーティストからの評価も高い。
●総事業費は 66 億 8 千万円（水戸市の
　５分の１以下 )、運営は市直営です。

介護・後期高齢・国保値上げ中止を介護・後期高齢・国保値上げ中止を基金の活用で基金の活用で

値上げ条例や予算に共産党市議団は反対。他の議員の賛成で可決されました。

●さらに、 南町３丁目旧ユニー跡地と泉町２丁目中央ビル地区の再開発
計画が浮上。 際限のない税金投入は中止すべきです。

ホ
ー
ル
を
視
察
し
た

　
日
本
共
産
党
市
議
団

ホ
ー
ル
を
視
察
し
た

　
日
本
共
産
党
市
議
団



午後１時
から

無料法律相談
どんな問題でもお気軽に

ご相談ください。

☎０２９(２２１)７４４１
場所：水戸市白梅３ー１３ー８ 
共同ビル１階

主催：日本共産党水戸市議団

4月20日(土) 
5月18日(土)
6月15日(土)　

　

中
庭
議
員
は
、
自
家
用
車
が
な
い

方
や
運
転
免
許
返
納
者
が
気
軽
に
外

出
で
き
る
支
援
策
を
求
め
ま
し
た
。

　

路
線
バ
ス
の
減
便
や
運
賃
値
上
げ

が
相
次
ぐ
中
、「
水
戸
市
の
交
通
政
策

を
充
実
し
て
欲
し
い
」
と
の
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
庭
議
員
は
「
県
内
多
く
の
市
町

村
が
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
や
タ
ク

シ
ー
補
助
券
の
支
給
、
シ
ル
バ
ー
パ

ス
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
水
戸
市

も
交
通
弱
者
へ
の
支
援
策
を
早
急
に

実
施
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

市
長
公
室
長
は
「
水
都
タ
ク
シ
ー

を
運
行
し
、
バ
ス
事
業
者
と
路
線
再

編
を
進
め
て
い
る
。
運
転
免
許
返
納

者
へ
の
取
り
組
み
は
重
い
行
政
負
担

が
課
題
で
あ
り
慎
重
に
検
討
す
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

交
通
弱
者
に
支
援
を

交
通
弱
者
に
支
援
を

中庭由美子議員

　

土
田
議
員
は
、
市
の
小
学
校
プ
ー

ル
の
廃
止
方
針
に
よ
り
、
閉
鎖
さ
れ

る
学
校
プ
ー
ル
開
放
事
業
の
継
続
を

求
め
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

青
柳
市
民
プ
ー
ル
・
東
町
プ
ー
ル

の
廃
止
の
際
に
、
代
替
策
と
し
て
始

ま
っ
た
プ
ー
ル
開
放
事
業
は
年
々
利

用
者
も
増
え
、
子
ど
も
達
や
市
民
に

水
泳
環
境
の
充
実
を

水
泳
環
境
の
充
実
を

地
震
対
策
の
総
点
検
を

地
震
対
策
の
総
点
検
を

必
要
な
事
業
で
す
。

　

土
田
議
員
は
、「
ま
だ
ま
だ

十
分
使
え
る
プ
ー
ル
を
廃
止
す
る
の

は
市
民
の
財
産
を
損
な
う
も
の
。
夏

場
に
水
に
親
し
む
場
所
と
し
て
事
業

を
充
実
す
べ
き
」
と
主
張
。

　

市
は
今
年
か
ら
学
校
プ
ー
ル
で
は

な
く
屋
内
市
民
プ
ー
ル
３
か
所
を
夏

休
み
に
開
放
す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

田中まさき議員

　

ま
た
、
議
会
初
日
に
議
決
さ
れ
た

第
７
次
総
合
計
画
で
、新
た
な
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
検
討
が
屋
内
公
認
プ
ー
ル

と
限
定
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
献
金
の
禁
止
求
め
る

企
業
献
金
の
禁
止
求
め
る

　

日
本
共
産
党
水
戸
市
議
団
は
３
月
議
会

に
「
金
権
腐
敗
政
治
を
一
掃
す
る
た
め
企

業
・
団
体
献
金
の
全
面
禁
止
を
求
め
る
意

見
書
」
を
提
案
し
ま
し
た
。
自
民
党
派
閥

の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
裏
金

問
題
の
徹
底
的
な
全
容
解
明
と
関
係
者
の

厳
正
な
処
分
と
と
も
に
、
企
業
・
団
体
献

金
の
全
面
禁
止
を
強
く
求
め
た
も
の
で
す
。

　

意
見
書
は
共
産
党
市
議
団
以
外
の
議
員

が
反
対
し
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

自
民
党

裏
金
問
題

県
内
多
く
の
自
治
体
で

タ
ク
シ
ー
券
な
ど
実
施

土田きよみ議員

土
田
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

◎
割
高
な
民
間
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
障
が
い
者
の
移
動
支
援
に
市
の
補
助
を

◎
放
課
後
学
級
の
避
難
訓
練
を
︑
委
託
事

業
者
任
せ
に
せ
ず
市
の
責
任
で
行
う
こ
と

◎
原
子
力
災
害
が
起
き
れ
ば
避
難
は
不
可

能
︒
東
海
第
二
原
発
は
廃
炉
に
す
る
こ
と

◎
災
害
時
に
備
え
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
と
被

災
動
物
や
迷
子
の
保
護
が
で
き
る
体
制
を

　

田
中
議
員
は
能
登
半
島
地
震
を
う

け
て
、
水
戸
市
の
地
震
対
策
の
総
点

検
と
避
難
所
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

　

水
戸
市
の
水
道
管
は
40
年
超
の
老

朽
管
が
３
０
０
キ
ロ
以
上
、
基
幹
管

路
６
キ
ロ
が
耐
震
化
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。田
中
議
員
は「
避
難
所
の
充
実
や
、

体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
整
備
（
完
了
予

定
は
５
年
後
）、
水
道
耐
震
化
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
」
と
主
張
。

　

市
長
は
「
学
校
体
育
館
の
空
調
設

置
を
進
め
る
。
災
害
時
要
配
慮
者
へ

の
対
応
や
女
性
専
用
ト
イ
レ
や
更
衣

室
，
授
乳
室
の
設
置
な
ど
避
難
環
境

の
向
上
を
図
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

原
発
事
故

原
発
事
故
避
難
は
無
理

避
難
は
無
理

　

田
中
議
員
は
「
市
内
約
１
万
１
千

戸
が
耐
震
化
さ
れ
て
い
な
い
が
補
助

を
活
用
し
耐
震
化
さ
れ
た
の
は
14
戸

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
補
助
増
額
を
」

と
主
張
。
市
長
は
「
耐
震
改
修
補
助

を
５
０
万
円
か
ら
１
０
０
万
円
に
増

額
し
た
。
耐
震
化
の
必
要
性
を
周
知
・

啓
発
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

住
宅
耐
震
化
の
補
助
増
額

志賀原発
稼働　1号機　30年
　　　２号機    18 年
使用済核燃料　８７２体
半径３０㌔　　１５万人
モニタリングポスト故障
　　　　　　14か所

（沸騰水型）

東海第２原発
稼働

使用済
核燃料
半径
30 ㌔

45 年45 年
2165 体2165 体
92 万人92 万人

（沸騰水型）

地震列島に
原発いらない！
地震列島に
原発いらない！

　

能
登
半
島
の
志
賀
原
発
で
は
外
部

電
源
の
一
部
が
使
用
不
能
、
冷
却
用

の
油
が
漏
れ
、
核
燃
料
プ
ー
ル
の
水

が
あ
ふ
れ
る
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
。

　

家
屋
倒
壊
や
道
路
寸
断
で
原
発
事

故
時
に
屋
内
退
避
や
車
で
避
難
で
き

な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た

　

田
中
議
員
は
「
東
日
本
大
震
災
で

は
水
戸
市
で
も
建
物
全
壊
が
５
９
０

棟
、
大
規
模
半
壊
４
７
９
棟
、
市
道

の
約
２
千
か
所
が
通
行
止
め
と
な
っ

た
。
事
故
が
起
き
た
ら
避
難
で
き
ず

被
ば
く
す
る
。
た
だ
ち
に
再
稼
働
反

対
の
表
明
を
」
と
主
張
。

　

市
長
は
「
家
屋
倒
壊
が
発
生
し
て

い
る
場
合
の
屋
内
退
避
の
方
法
や
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
機
能
維
持
に
つ
い
て

県
と
検
討
し
て
い
る
。
複
合
災
害
へ

の
備
え
と
し
て
情
報
伝
達
体
制
を
強

化
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

青
柳
町
の
池
上
団
地
で
は
、
那
珂

市
と
の
境
目
の
擁
壁
が
東
日
本
大
震

災
で
崩
れ
、
台
風
や
大
雨
が
降
る
た

び
に
近
隣
住
民
が
避
難
し
て
い
ま
す
。

　

中
庭
議
員
は
「
市
が
救
済
制
度
を

つ
く
り
解
決
を
促
す
べ
き
」
と
要
求
。

　

建
設
部
長
は
、「
安
全
確
保
の
た
め
、

引
き
続
き
那
珂
市
と
協
調
し
な
が
ら

対
応
に
努
め
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

青
柳
町
・
池
上
団
地

擁
壁
の
安
全
対
策
求
め
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
市
民
プ
ー
ル
を

　

土
田
議
員
は
「
震
災
で
市
民
プ
ー

ル
が
使
え
な
く
な
り
、
多
く
の
市
民

や
子
ど
も
達
が
市
外
の
施
設
を
利
用

し
て
い
る
。
水
の
ま
ち
水
戸
に
必
要

な
の
は
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し

め
る
市
民
プ
ー
ル
」
と
述
べ
屋
外
市

民
プ
ー
ル
の
再
整
備
を
求
め
ま
し
た
。

　

中
庭
議
員
は
「
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー

の
住
民
票
の
記
載
を
従
来
の
『
同
居

人
』
だ
け
で
な
く
、
家
族
に
近
い
関

係
を
示
す
『
縁
故
者
』
の
記
載
も
選

べ
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
と
提
案

し
、
制
度
の
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。


